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ステップ１ 角速度を求める① 

１ 図のような円のまわりを、２点Ｐ、ＱがＡから出発して矢印の方向に

進みます。円周上を１周するのに、点Ｐは 12 秒かかり、点Ｑは 36 秒

かかります。 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ 点Ｐは１秒で、 

      （   ）÷（   ）＝（   ）度進みます。 

  １周は 360 度です。 

 

 ⑵ 点Ｑは１秒で、 

      （   ）÷（   ）＝（   ）度進みます。 

 

 ※１秒間に進む角度を、「角速度
か く そ く ど

」といいます。 
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２ 図のような円のまわりを、２点Ｐ、ＱがＡから出発して矢印の方向に

進みます。円周上を１周するのに、点Ｐは 30 秒かかり、点Ｑは 20 秒

かかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ 点Ｐが１秒間で進む角度は何度ですか。 

 

 

 

 ⑵ 点Ｑが１秒間で進む角度は何度ですか。 
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ステップ２ 角速度を求める② 

３ 図のような１周 60 ㎝の円のまわりを、点Ｐが毎秒３㎝、点Ｑが毎秒２

㎝の速さで、点Ａを出発して矢印の方向に回ります。 

 

 

 

 

 

 ⑴ 点Ｐは１周するのに、 

    （   ）÷（   ）＝（   ）秒かかります。 

 

 ⑵ 点Ｑは１周するのに、 

    （   ）÷（   ）＝（   ）秒かかります。 

 

 ⑶ 点Ｐは１秒間に、 

    （   ）÷（   ）＝（   ）度進みます。 

 

 ⑷ 点Ｑ１は１秒間に、 

    （   ）÷（   ）＝（   ）度進みます。 
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４ 図のような、１周 120 ㎝の円のまわりを、２点Ｐ、ＱがＡから出発し

て矢印の方向に進みます。Ｐの速さは毎秒３㎝、Ｑの速さは毎秒２㎝

です。 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ Ｐ、Ｑは円のまわりを１周するのにそれぞれ何秒かかりますか。 

 

 

 

 

 ⑵ Ｐ、Ｑが１秒間で進む角度はそれぞれ何度ですか。 
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５ 円Ｏを中心とする大小２つの円があり、まわりの長さはそれぞれ 80 ㎝、

60 ㎝です。大きい円のまわりを点Ｐが毎秒 10 ㎝、小さい円のまわりを

点Ｑが毎秒６㎝の速さで、それぞれＡ、Ｂを同時に出発して矢印の方向

にまわります。 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ Ｐ、Ｑは円のまわりを１周するのにそれぞれ何秒かかりますか。 

 

 

 

 

 ⑵ Ｐ、Ｑが１秒間で進む角度はそれぞれ何度ですか。 
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ステップ３ 反対方向 

６ 図のような円のまわりを、２点Ｐ、ＱがＡを

同時に出発して矢印の方向に進みます。１周

するのに、点Ｐは 20 秒かかり、点Ｑは 30 秒

かかります。 

 

 ⑴ Ｐは１秒で（   ）度、Ｑは１秒で（   ）度進みます。 

 

 ⑵ ＰとＱがはじめて出会うのは、２点の進んだ角度の和が（   ）度

になったときです。 

 

 ⑶ ⑵より、ＰとＱがはじめて出会うのは、出発してから、 

     ０  ÷（  ０  ＋  ０  ）＝  ０  秒後です。 

 

 ⑷ ＰとＱがはじめて最も離れるのは、２点の進んだ角度の和が

（   ）度になったときです。 

 

 ⑸ ⑷より、ＰとＱがはじめて最も離れるのは、出発してから、 

     ０  ÷（  ０  ＋  ０  ）＝  ０  秒後です。 
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７ 図のような円のまわりを、２点Ｐ、Ｑが同

時にＡを出発して矢印の方向に進みます。

また、円周上を１周するのに、点Ｐは 60 秒

かかり、点Ｑは 90 秒かかります。 

 

 ⑴ ＰとＱが１秒間に進む角度はそれぞれ何度ですか。 

 

 

 

 

 ⑵ ＰとＱがはじめて出会うのは、２点が出発してから何秒後ですか。 

 

 

 

 

 ⑶ ＰとＱがはじめて最も離れるのは、２点が出発してから何秒後です

か。 
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８ 図のような円のまわりを、２点Ｐ、Ｑが同時

にＡを出発して矢印の方向に進みます。また、

円周上を１周するのに、点Ｐは 20 秒かかり、

点Ｑは 40 秒かかります。 

 

 ⑴ ＰとＱがはじめて出会うのは、２点が出発してから何秒後ですか。 

   答えは分数になります。 

 

 

 

 

 

 ⑵ ＰとＱがはじめて最も離れるのは、２点が出発してから何秒後です

か。答えは分数になります。 
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ステップ４ 同じ方向 

９ 図のような円のまわりを、２点Ｐ、Ｑが同時

にＡを出発し、矢印の方向に進みました。円周

上を１周するのに、Ｐは 12 秒かかり、Ｑは 18

秒かかります。 

 

 

 ⑴ Ｐは１秒で（   ）度、Ｑは１秒で（   ）度進みます。 

 

 ⑵ ＰがＱにはじめて追いつくのは、２点の進んだ角度の差が（   ）

度になったときです。 

 

 ⑶ ⑵より、ＰがＱにはじめて追いつくのは、出発してから、 

     ０  ÷（  ０  −  ０  ）＝  ０  秒後です。 

 

 ⑷ ＰとＱがはじめて最も離れるのは、２点の進んだ角度の差が

（   ）度になったときです。 

 

 ⑸ ⑷より、ＰとＱがはじめて最も離れるのは、出発してから、 

     ０  ÷（  ０  −  ０  ）＝  ０  秒後です。 
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10 図のような円のまわりを、２点Ｐ、Ｑが同

時にＡを出発し、矢印の方向に進みました。

また、円周上を１周するのに、点Ｐは 15 秒

かかり、点Ｑは 30 秒かかります。 

 

 

 ⑴ ＰとＱが１秒間に進む角度はそれぞれ何度ですか。 

 

 

 

 

 ⑵ ＰがＱにはじめて追いつくのは、２点が出発してから何秒後ですか。 

 

 

 

 

 ⑶ ＰとＱがはじめて最も離れるのは、２点が出発してから何秒後です

か。  
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11 図のような円のまわりを、２点Ｐ、Ｑが同時に

Ａを出発し、左回りに進みました。また、円周

上を１周するのに、点Ｐは 12 秒かかり、点Ｑ

は 15 秒かかります。 

 

 

 ⑴ ＰがＱにはじめて追いつくのは、２点が出発してから何秒後ですか。 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ ＰとＱがはじめて最も離れるのは、２点が出発してから何秒後です

か。  
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ステップ５ 90 度 

12 右の図のような中Ｏを中心とする大小２つの円

と２点Ｐ、Ｑがあります。はじめ２点Ｐ、Ｑは

図のようにＯ、Ｐ、Ｑの順に一直線に並んでい

て、Ｐは外側の円のまわりを、Ｑは内側の円の

まわりを矢印の方向に回ります。１周するのに、点Ｐは 20 秒かかり、

点Ｑは 30 秒かかります。２点Ｐ、Ｑが同時に出発するとき、次の問い

に答えなさい。 

 

 ⑴ Ｐは１秒で（   ）度、Ｑは１秒で（   ）度進みます。 

 

 

 

 

 

 ⑵ 図１は、角ＰＯＱがはじめて 90 度になるときの図です。このとき、

ＰとＱが進んだ角の和は（   ）度です。 

 

 ⑶ ⑵より、角ＰＯＱがはじめて 90 度になるのは、出発してから、 

     ０  ÷（  ０  ＋  ０  ）＝  ０  秒後です。 

 

Ｏ Ｐ
Ｑ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

【図１】
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 ⑷ 図２は、角ＰＯＱが２回目に 90 度になるときの図です。このとき、

ＰとＱが進んだ角の和は（   ）度です。ＰとＱが進んだあとを色

ペンでなぞって考えなさい。 

 

 ⑸ ⑷より、角ＰＯＱが２回目に 90 度になるのは、出発してから、 

     ０  ÷（  ０  ＋  ０  ）＝  ０  秒後です。 

 

 

 

 

 

Ｏ
Ｐ

【図２】

Ｑ
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13 右の図のような中Ｏを中心とする大小２つの

円と２点Ｐ、Ｑがあります。はじめ２点Ｐ、

Ｑは図のようにＯ、Ｐ、Ｑの順に一直線に並

んでいて、Ｐは外側の円のまわりを、Ｑは内

側の円のまわりを矢印の方向に回ります。１

周するのに、点Ｐは 30 秒かかり、点Ｑは 120 秒かかります。２点Ｐ、

Ｑが同時に出発するとき、次の問いに答えなさい。 

 

 ⑴ Ｐは１秒で（   ）度、Ｑは１秒で（   ）度進みます。 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 図１は、角ＰＯＱがはじめて 90 度になるときの図です。このとき、

ＰとＱが進んだ角の差は（   ）度です。 

 

 ⑶ ⑵より、角ＰＯＱがはじめて 90 度になるのは、出発してから、 

     ０  ÷（  ０  −  ０  ）＝  ０  秒後です。 

 

Ｏ
ＰＱ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

【図１】
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 ⑷ 図２は、角ＰＯＱが２回目に 90 度になるときの図です。このとき、

ＰとＱが進んだ角の差は（   ）度です。 

 

 ⑸ ⑷より、角ＰＯＱが２回目に 90 度になるのは、出発してから、 

     ０  ÷（  ０  −  ０  ）＝  ０  秒後です。 

 

 

 

 

Ｐ

Ｑ

【図２】

270°
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14 図のような、周囲 24ｍの外円と、周囲 16ｍ

の内円とがあって、２つの円の中心は同じで

す。いま、ＡはＰから、ＢはＱから同時に出

発して、どちらも毎秒２ｍの速さで右回りに

進みます。 

 

 ⑴ ＡとＢがはじめて最も近づくのは何秒後ですか。 

 

 

 

 

 

 ⑵ ＡとＢがはじめて最も離れるのは何秒後ですか。 

Ａ Ｐ

Ｑ

Ｂ
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15 次の図は、太陽とそのまわりをまわる水星、地球の様子を表したもの

です。水星は太陽のまわりを 90 日で１周し、地球は太陽のまわりを

360 日で１周するとします。あるとき、図のように太陽、水星、地球

が太陽の片側に一直線上にならびました。次に、太陽、水星、地球が

同じように太陽の片側に一直線上に並ぶのは何日後ですか。ただし、

矢印は水星と地球が進む方向を表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

太陽

水星

地球
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■ 解答 ■ 
１ ⑴ 360、12、30 

  ⑵ 360、36、10 

２ ⑴ 12 度 ⑵ 18 度 

３ ⑴ 60、３、20 

  ⑵ 60、２、30 

  ⑶ 360、20、18 

  ⑷ 360、30、12 

４ ⑴ Ｐ：40 秒 Ｑ：60 秒   

  ⑵ Ｐ：９度 Ｑ：６度 

５ ⑴ Ｐ：８秒 Ｑ：10 秒 

  ⑵ Ｐ：45 度 Ｑ：36 度 

６ ⑴ 18、12 

  ⑵ 360 

  ⑶ 360、18、12、12 

  ⑷ 180 

  ⑸ 180、18、12、６ 

７ ⑴ Ｐ：６度 Ｑ：４度 

  ⑵ 36 秒後 

  ⑶ 18 秒後 

８ ⑴ 13
1
3秒後（ 

40
3 秒後） 

  ⑵ 6
2
3秒後（ 

20
3 秒後） 

９ ⑴ 30、20 

  ⑵ 360 

  ⑶ 360、30、20、36 

  ⑷ 180 

  ⑸ 180、30、20、18 

10 ⑴ Ｐ：24 度 Ｑ：12 度 

  ⑵ 30 秒後 ⑵ 15 秒後 

11 ⑴ 60 秒後 ⑵ 30 秒後 

12 ⑴ 18、12 

  ⑵ 90 

  ⑶ 90、18、12、３ 

  ⑷ 270 

  ⑸ 270、18、12、９ 

13 ⑴ 12、３ 

  ⑵ 90 

  ⑶ 90、12、３、10 

  ⑷ 270 

  ⑸ 270、12、３、30 

14 ⑴ ６秒後 ⑵ 18 秒後 

15 120 日後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




